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1月の外出を前に、髪を
切りに出掛けました。カッ
トの後はクリームぜんざ
いを頬張り、たくさんお
話をして、一日可愛らし
い笑顔いっぱいのトシエ
さんでした。

石井トシエさん

ベストショット祭り!!
それぞれの日常

今回のすずの郷新聞は
ベストショット祭りです～!!
外出、外食、お誕生日、すずの郷
で送る日常のステキな写真を沢山
集めました。

蓬莱軒の絶品うなぎ!

みんなで記念撮影

全員が歩いて参拝

寺澤安一さん

寺澤さんがお部屋で大切に
育てている胡蝶蘭が今年も咲
きました。お花好きだった亡
くなられた奥様と一緒に育て
られていた思い出
があるそうです。
会う人、会う人に
「胡蝶蘭見におい
で」と声を掛けて
おられました。

加藤武光さん

長～いロールケーキで
お祝い♪
お誕生日前日、娘様達
が85歳のお祝いに長～
いロールケーキを届け
て下さいました。長い
ので蝋燭の火に息が届
かず、お祝いして下さっ
た皆さんと一緒に火を
消し、今度は恵方巻き
の様に頬張ろうとする
武光さんでした。

大津和子さん

少食で外食でもあまり
食べられない和子さん
ですが、お寿司屋さん
で大好きな海苔巻きを
食べこの笑顔!!「お寿
司も皆さんと食べると
美味しいわ」と嬉しい
一言です♡

蒲均さん

岐阜県美術館へ行く途中
で立ち寄ったうなぎ屋さ
んでうな重を食べました。
うなぎが大好きな蒲さん。
美味しいですか？と聞く
と一言「美味しい!!」と。
夢中で食べられたあとの
満足そうなお顔の一枚で
す。

12月30日の大掃除
「音の出ない掃除機を発
明しました～」とフロア
モップを持って居室から
出てこられた北野淑子さ
ん。「夜でも近所迷惑に
ならないよ」とニコニコ
の北野さんでした。

北野淑子さん

川松千代子さん

千代子さんの最近の
マイブームは、風船
バレー♪さっきまで、
ウトウトと眠そうだっ
たのに、風船を見る
なりこの笑顔！
時間を忘れて、風船
を追いかけられる姿
がステキです。

樋田よし子さん

のび～～るお餅♪
「よいしょ!よいしょ
!」の掛け声で力強く
餅つきをされたあと、
つきたてのお餅を口
いっぱいに頬張られ
ました。今年も良い
年でありますように。

山内正子さん

仲良しの安藤さんと誕生日
の外出へ。回転寿司とお千
代保稲荷、帰りにお茶をし
て帰りました。お互いの家
族の話など会話が弾み、最
後までニコニコ笑顔で楽し
そうな正子さんでした。

近藤信衛・せつ子さん
ご夫妻

奥様のせつ子さんの旧姓、
坂下家のご親戚の新年会
に参加されました。
「集まろう!」の一言で
これだけの親戚が集まる。
せつ子さんと信衛さんが
築き上げてこられた『絆』
と与えられてこられた
『深い愛情』が表れてい
るこの一枚です♡

加藤政子さん

ふとお部屋を覗いてみる
と、こんなに身体を曲げ
て床掃除をしている政子
さん。普段は「足が痛い」
が口癖の政子さんですが
…。これぞ生活リハビリ!
と思わされる一枚です。

本﨑ムメさん

ムメさんの100歳の誕生
日に、お孫さんやひ孫ちゃ
んまで大集合!!総勢14名
のご家族とお祝いをしま
した。ムメさんはご自身
が100歳だと聞いて、驚
かれてみえました。
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同窓会にて

今後もこのような全体会議を継続し、
取り組みの発表や参加者からの質疑応答、
エールなど、想いを共有しすずの郷の更
なる発展に努めて参りたいと思います。
10年目のすずの郷もどうぞよろしくお

願い致します。（介護長 田口剛士）

半年前、本田光江さんはすずの郷に入居され
ました。寝たきりで、麻痺があり、最初はご
自分で食べることも出来ませんでした。しか
し、同窓会へ参加したことがきっかけで光江
さんの笑顔は増え、前向きにできることがど

んどん増えていきました。僕が体調を崩した時も光江さん
はご自分のことより僕のことを心配され、そんな日々の生
活の中で、僕も変わらなきゃ!と光江さんから教わりまし
た。それまでは『仕事』としてという部分があったと思い
ますが、この時『人』の為に何かをしたいそんな気持ちに
自然となっていた気がします。約束した同窓会へ再び行く
ことができ、幼馴染のとみ子さんに会ったり、その瞬間ご
とに光江さんから感動を与えてもらいました。
本来、人と関わり人と繋がる、人と一緒にいる、一緒に感
動する、一緒に何かをする、思えば当たり前のことなのか
もしれませんが、それを改めて気づかせてくれた光江さん
に感謝して、これらもお年寄りと共に一緒に楽しく過ごし
て行きたいと思います。 (松本高広）

すずフェスで涙の再会 とみ子さんと喫茶店

1月21日（土）全体会
議を行いました。
遅番、夜勤以外のスタッ

フ総勢60人が参加し、はじめに田口介護長より10
周年に向けての意気込みが伝えられました。今年
はすずの郷開設10周年を迎える記念すべき年です。
節目の一年としてご家族との絆を更に深めていく
ことが出来るよう、また10周年イベント実行委員
を立ち上げ、計画し、スタッフ一丸となってこれ
からもすずの郷を盛り上げて参りたいと思います。
後半は、ユニット発表を行い勉強会。各ユニッ

トごとで、一人のお年寄りにスポットを当てその
お年寄りへの関わり、取組みについて発表をしま
した。それぞれのユニットカラーで笑いあり涙あ
り、他ユニットの発表を聞いて、各部署スタッフ
の想いもそれぞれありました。
ここでは、ユニット発表の中から、3名の方の発
表を簡単にまとめてご紹介ます。

全体会議報告

介護・看護・事務・調理

全ての部署の

スタッフが参加

星野さんも

発表の場に参加 全体会議
の
風景

発表者は当日まで

準備にお大忙し!!

当日も緊張です

司会は明るく陽気に

平野ノラ風の司会者

固くなりすぎないよう

楽しい勉強会を

目指しています

本田光江さん
どんどん元気になられる
光江さんから教わったこと

星野よし子さん
食べたいという気持ちに
応えることから

自分で食べられるように四年ぶりに椅子に!!

鈴木信義さん 笑顔が戻った信義さん

・お年寄り一人一人それぞれの人生があり、そこに携わる
ことの大切さが分かりました。お年寄りもスタッフもみ
んな楽しそうでした。

・入居者さんの過去の歴史や周りの人々のことを知ること
はとても大切なことだと思いました。

・すずの郷の生活を通してどんどん変わっていくお年寄り
の姿を知ることが出来てよかったです。私もお年寄りの
ために今自分が何を出来るかを見直したいと思いました。
・どの発表も笑いあり、涙ありの発表でとても濃い時間で
した。すずの郷で働くことができ、自分は本当に幸せだ
と思いました。

・改めて初心の気持ちを大切にしながらお年寄りと関わっ
ていきたいと強く思いました。「すずの郷で過ごせて良
かった」と安心して頂けるように頑張りたいと思います。
・お年寄りの「したい」ことのために何ができるか？改め
て考える良い機会になりました一人一人の思いを表に出
せるよう心がけていきたいと目標が持てました。

参加スタッフの感想

お裁縫やミシンが得意で編み物はプロ級。息子
さんのセーターやご自分の服も作っておられたよ
し子さんは、定年まで一宮競輪で事務の仕事をさ
れていました。６年前、最愛のご主人を亡くされ
そのショックから徐々に元気がなくなっていった
と息子さんは話されます。平成23年に転倒し、頭
を打たれ入院された時に食欲がなくなり、胃ろうを造設されました。
平成27年７月に入居された時は、口からは何も食べることができませ
んでした。口は開いたまま４年間胃ろうから栄養を得ていたよし子さ
んは、噛む力も失っていました。それでもスタッフは諦めず、毎日沢
山話しかけていました。「おはよ」「ありがと」日に日にお話ができ
るようになり、忘れもしない入居７か月目の2月4日。お風呂から出た
よし子さんはアイスクリームを「食べたい」と言われました。看護師
と一緒に介助し、アイスをむせなく食べることができました。その後
も順調に朝昼夜のご飯も口から食べられるようになり、私たちは驚き
ました。よし子さんの『食べたい』という真直ぐなお気持ちができる
可能性へと繋げてくれたことに感謝しています。日常のお風呂にゆっ
くり浸かったり、仲の良かったご兄弟へお会いできるよう計画したり、
これからも益々輝いていただきたいです。 (柴田英里・石原千裕）

本田光江さん
星野よし子さん
鈴木信義さん

ユニット発表の紹介

すずフェスでご家族と

親子で武光観光

４世代で忘年会

入居前は、デイサービスに通っておられた信義
さん。デイサービスでの生活が合わず、ご自分の
居場所を探して、デイサービスでも自宅でも、歩
いて…歩いて…ご自分の足を痛めるほど歩いてお
られました。そしてすずの郷に入居。信義さんの
顔に笑顔はなく、笑顔と言えば、入居の時持って
来られたデイサービスでの唯一の笑顔の写真だけ
でした。言葉数も少なく、不安な気持ちを発せら
れるばかり。何とか安心して、すずの郷で楽しく
過ごしていただきたい、笑顔を取り戻していただ
きたいと試行錯誤の日々が始まりました。デイサー
ビスと同じように、信義さんはフロア内を歩かれ
ましたが、それを止めることなく、信義さんが望
まれるように過ごしていただきました。誕生日に
は大好きなみたらし団子でケーキを作ったり、毎
日毎日信義さんに話しかけました。入居から４か
月経ったある時、スタッフとの会話の中で、大笑
いされました。その時一緒にいたスタッフは、嬉
しくて泣きながら、信義さんと一緒に笑いました。
それ以後、信義さんに笑顔が戻りました。穏やか
に生活される時間が増え、ご家族との新しい思い
出も増えました。すずの郷がご自宅以外の第二の
居場所となり、これからも笑顔で信義さんらしい
生活を送っていただきたいです。 （佐久間恵美）

すずフェスで


